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自
刻
の
木
版
画
が
一
般
の
人
に
段
々
重
く
見
ら
れ
て
来
た
。
然
し
未
だ
沢
山
出
来
る
と
云
ふ
事
と
価
値
と
の

関
係
が
絶
え
て
な
い
、
又
自
刻
の
木
版
を
や
る
人
が
沢
山
出
来
て
来
た
。
然
し
今
迄
で
自
分
の
見
た
内
で
極
少

数
の
人
の
外
は
多
く
は
、
趣
味
の
人
の
画
で
あ
つ
た
、
寧
ろ
皆
と
云
ひ
た
い
。

　
木
版
及
び
刀
が
持
つ
て
居
る
特
殊
な
味
ひ
、
如
何
に
も
し
つ
く
り
心
地
の
い
ゝ
印
刷
、
習
慣
、
商
業
人
に
な

い
特
殊
な
技
工
、
之
等
か
ら
可
成
自
由
に
、
自
分
の
趣
味
を
発
揮
し
た
人
も
あ
つ
た
。

　
然
し
多
く
は
素
人
と
し
て
、
刀
の
無
器
用
な
、
使
方
不
十
分
が
反
つ
て
自
然
な
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
の
感
じ
を
表

は
す
の
で
自
刻
し
て
居
る
人
も
あ
る
。

　
要
す
る
に
皆
趣
味
の
人
で
あ
る
。
そ
し
て
多
く
の
人
の
物
は
、
凡
そ
、
画
を
少
し
描
く
器
用
な
人
に
は
少
し

技
工
の
練
習
を
す
れ
ば
誰
れ
に
で
も
出
来
得
る
物
で
あ
る
。
少
数
の
前
者
は
そ
れ
に
依
つ
て
自
分
を
慰
め
楽
し

ん
で
行
け
る
趣
味
の
人
で
あ
る
。

　
木
版
の
持
つ
気
分
は
自
分
も
非
常
に
好
き
で
あ
る
。
然
し
画
を
自
分
に
は
趣
味
の
物
で
は
な
い
、
趣
味
の
人

で
は
な
い
。
自
分
の
画
は
自
分
に
と
つ
て
絶
対
の
価
値
で
あ
る
。

　
全
然
自
分
で
あ
る
。
少
し
も
他
人
を
交
へ
ぬ
自
分
の
全
人
格
で
あ
る
。
一
杯
に
自
分
を
表
す
な
ら
ば
版
画
は

必
然
自
刻
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
立
場
か
ら
他
人
に
彫
ら
せ
る
と
云
ふ
事
は
如
何
な
場
合
で
も
無
意
味
で
あ

る
。
自
分
の
画
に
他
人
に
な
い
自
分
の
生
ん
だ
リ
ズ
ム
が
あ
る
、
筆
触
が
あ
る
、
如
何
に
い
ゝ
彫
刻
師
で
も
、

如
何
程
巧
で
忠
実
に
彫
つ
て
も
自
分
と
は
縁
の
遠
い
物
で
あ
る
。
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自
分
以
外
に
自
分
の
画
を
自
分
程
知
つ
て
居
る
者
は
な
い
。
其
画
に
他
人
が
入
い
れ
ば
全
人
格
の
自
分
の
画

で
は
な
い
、
技
工
も
必
然
に
生
れ
る
の
で
あ
る
。
木
版
特
別
な
独
殊
な
気
分
も
、
気
持
を
表
す
印
刷
も
要
す
る

に
財
料
手
段
で
あ
る
、
第
一
義
の
者
で
は
な
い
。
而
し
て
自
分
は
趣
味
の
人
間
で
は
な
い
、
自
分
の
画
は
版
画

に
し
ろ
、
油
絵
に
し
ろ
、
デ
ツ
サ
ン
に
し
ろ
、
自
分
の
苦
闘
の
戦
利
品
で
あ
る
。
自
分
の
生
な
生
活
の
其
時
々
、

セ
ク
シ
ヨ
ン
ブ
あ
る
、
自
分
の
悲
壮
な
人
間
の
ラ
イ
フ
の
生
長
の
証
拠
で
あ
る
。
材
料
は
異
つ
て
も
、
画
は
同

じ
で
あ
る
、
然
し
自
分
は
時
々
経
世
の
為
に
、
自
分
を
職
人
に
す
る
、
労
働
し
て
居
る
、
そ
れ
で
板
を
彫
る
事

も
自
分
に
は
労
働
で
あ
る
。

　
其
時
々
、
表
は
す
に
最
も
都
合
の
い
ゝ
材
料
手
段
を
取
る
、
そ
し
て
自
分
は
木
版
が
好
き
で
あ
る
。

　
自
分
は
木
版
に
殆
ど
下
絵
を
し
な
い
。

　
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
や
る
時
や
、
写
生
す
る
時
、
よ
く
版
を
全
部
黒
く
塗
つ
て
刀
で
彫
つ
た
所
が
白
く
出
で
行

く
方
法
を
取
る
。
又
簡
単
な
色
刷
も
や
る
が
。

　
皆
出
来
る
丈
け
単
純
化
さ
れ
た
者
で
あ
る
、
何
か
を
シ
ン
ボ
ル
し
た
も
の
で
あ
る
。
斯
う
云
ふ
物
に
一
番
よ

く
木
版
を
生
か
せ
る
。
今
迄
の
多
く
の
人
、
例
へ
ば
山
本
鼎
君
の
木
版
等
、
自
分
に
は
下
ら
な
い
も
の
だ
。
木

版
画
か
ら
木
版
独
特
其
自
身
の
持
つ
気
分
の
外
に
は
、
貧
弱
な
、
拙
い
画
が
あ
る
許
り
で
、
其
木
版
独
特
の
気

分
は
誰
れ
で
も
木
版
を
や
つ
て
居
る
人
は
共
通
に
持
つ
て
ゐ
る
、
独
特
の
技
工
も
な
い
。

　
自
分
が
初
め
に
少
数
と
云
つ
た
の
は
、
ム
ン
ク
や
ヴ
ア
ロ
ツ
ト
ン
の
事
で
あ
る
。
少
く
と
も
今
迄
の
日
本
人

に
は
な
い
。
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自
分
は
、
自
分
と
は
道
が
異
ふ
が
、
木
版
画
に
於
て
も
、
一
番
に
肯
定
す
る
。
自
分
は
今
迄
見
た
内
で
ム
ン

ク
程
木
版
画
を
生
か
し
た
者
は
な
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
現
代
の
洋
画
」
二
十
三
号
よ
り
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